
自治体連携による協定締結は、全国初の取組となります。

詳細は佐久広域連合ホームページをご覧ください。

令和8年2月16日協定締結式：佐久広域連合正副連合長と(株)おてつたび永岡代表取締役CEO

おてつたびで
求人

連携協力・
協働協定

アプローチ強化
関係人口の機運醸成

佐久地域へ訪問

お手伝い
人手不足の解消
企業のファンづくり
潜在顧客の開拓

観光や地域交流を通じて

関係人口へ

「おてつたび」は、「お手伝い」と「旅」を組み合わせた造語で、
人手不足に悩む地域事業者（農家・ホテル・旅館など）と、

働きながら旅を楽しみたい旅人をつなぐ、短期アルバイトのマッチングサービスです。
旅を切り口にすることで全国各地から人材を集めることが可能です。

※交通費は旅人側が負担します。

全国の人材獲得

スキル人材の獲得

ファンづくり

旅費の削減

新しい経験

地域との交流

申込者から求める人材を
選んでマッチング
申込者から求める人材を
選んでマッチング

1600

■連絡先： (メール) sales@otetsutabi.com
■住　所：（東京オフィス）東京都品川区西五反田2丁目-29-9
　　　　　（静岡オフィス）静岡県浜松市中区高林1丁目8-43

------------------------------------------------------------------ ---------------------------------------------------------------ご活用事例

■お手伝い内容：

レストラン会場の業務全般

■就業期間：11/1~11/7

■就業時間：1日5時間

■時給　　：1,070円

平均1日以内

で申込アリ

平均1日以内

で申込アリ

どんな地域

即採用

どんな地域

即採用

登録料・掲載料 　円

即日募集開始が可能

延

べ

実

績

 

0

料理が自慢の老舗旅館で食事配膳・接
客のお手伝いをお願いします

でもでも

申込者から

求める人材を選べる

人口減少や高齢化で
人手が足りない

旅人
（登録者95,000人）

地域事業者
（登録社数2,300社）

＼ピンポイントで人手が欲しい／＼いろいろな地域に訪れたい／

■参加者への報酬

■マッチング手数料

■保険料

■参加者の宿泊場所
寮・ホームステイ・客室など

ご負担いただくもの

※JTB旅ホ連に加入している宿泊施設は、
手数料一部補助がございます。（上限あり）

＼旅の力で地域採用を変える／

時期/期間/職種

を自由に設定可能

マッチング前に、申込者の顔写真・年

齢・職歴・実務経験・第三者レビューな

どを参考に選考が可能なので、「イメー

ジと違った」等のミスマッチを防止

2日〜2ヶ月までの期間内であれば自由な

条件で募集を行うことが可能！募集開始

から申し込みまで平均1日以内なので、

急な人手不足にも安心！

マッチングが成立した時のみ、手数料が

発生する成果報酬型。求人作成の際は専

任担当が伴走します！社会保険も加入対

象外なのでコスト面も安心

詳細はこちら

株式会社おてつたび（有料職業紹介事業 13-ユ-313380）

マッチング

平均400
コンフォートイン軽井沢様

%

申込倍率

登録事業者

　　 募集中！
登録事業者

　　 募集中！

おてつたび
全国  　“佐久地域”
  働き手　スグ　集まる

なら
から              に   

旅館の食事
配膳でも

農業でも

が　　  に

２

地域事業者の人手不足解消と関係人口創出に向けて

５



◆
令
和
７
年
度
３
回
の
連
続
講
座
に
参
加
し
た
受
講
者
が
、

地
域
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
、
取
り
組
み
た
い
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。

令和８年（2026）６月　２

広
域
観
光
の
可
能
性
を
探
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業

　
　

～
地
域
の
魅
力
や
可
能
性
を
拡
げ
る
「
広
域
観
光
の
担
い
手
」
を
目
指
し
～
全
体
報
告
会

軽
井
沢
ト
ラ
ベル
＆
コン
サ
ル
テ
ィン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野 
岳 
氏

　
　
　
　
　
　

　
海
外
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で

は
首
都
圏
だ
け
で
な
く
自

然
豊
か
な
地
方
に
も
多
く

の
旅
行
者
が
訪
れ
て
い
る
。

私
は
以
前
、
佐
久
広
域
連

合
が
取
り
組
ん
だ　
『
マ
イ
ニン
グ
・
ザ
・
マ

イ
ナ
ー
ズ
』の
事
業
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
こ
の
仕
事
を
起
業
し
た
。
軽
井
沢
エ

リ
ア
と
周
辺
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

素
材
を
磨
き
上
げ
、
そ
こ
の
地
域
の
人
や
モ

ノ
、
自
然
と
の
関
わ
り
な
ど
の
受
入
れ
の
た

め
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィこ
そ
が
大
切
と
な
る
。

　
（
一
社
）長
野
県
観
光
機
構 

T
X
デ
ザ
イ
ン
部　
　
　

　
　
　
　
　
　

    

松
本
翔 

氏

　
　
　
　
　
　
　

 
　
近
年
、
旅
行
業
界

で
は
旅
行
者
で
は
な
く
、

暮
ら
す
よ
う
に
旅
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
土
地
の
あ
り
の
ま

ま
の
暮
ら
し
に
触
れ
る
・
知
る
こ
と
が
目

的
と
し
て
来
訪
さ
れ
る
。
佐
久
地
域
の
暮

ら
し
、
風
土
、
文
化
そ
の
も
の
に
魅
力
が

あ
り
、
そ
こ
に
地
域
の
可
能
性
の
ヒ
ン
ト
が

隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ファシ
リ
テ
ー
タ
ー

　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と（
株
）

　

   　
　
　

  

本
川
祐
治
郎 

氏

　

縁
あ
っ
て
佐
久
地
域
の
可
能
性
を

探
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
―
と
し
て
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。
国
内
有
数
の
避

暑
地
と
し
て
名
高
い
軽
井
沢
を
も
つ
佐
久
地
域
で

あ
る
。
観
光
に
関
し
て
地
域
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ

に
再
定
義
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
地
域

に
住
む
人
々
が
誇
り
を
持
ち
、
暮
ら
し
の
中
に
あ

る
文
化
・
芸
術
や
食
と
い
っ
た
個
々
に
価
値
が
あ

る
。
３
回
に
わ
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、

地
域
に
あ
る
素
材
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
高
い

付
加
価
値
に
よ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
む
事
例

は
、足
元
の
価
値
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
気
づ
き
、

今
回
参
加
さ
れ
た
皆
様
が
核
と
な
り
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
佐
久
広
域
連
合
長（
佐
久
市
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
栁
田
清
二 

氏

　
　
　

　
内
発
的
発
展
と
は
、
地
域

固
有
の
資
源
を
ベ
ー
ス
と
し

て
、
地
域
住
民
の
主
導
に
よ

り
内
発
的
に
進
め
ら
れ
る
発

展
の
こ
と
を
い
い
ま
す
が
…
今
あ
る
地
域
の
素
材

に
対
し
て
、
地
域
の
人
達
が
更
に
付
加
価
値
を

付
け
て
発
展
し
て
い
く
の
が
大
切
で
あ
る
。
今
年

度
行
った
本
事
業
で
は
、地
域
の
成
功
事
例
か
ら
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
、
文
化
の
中
に
あ
る
あ
り
の
ま

ま
の
素
材
を
更
に
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
改
め
て

鈴木隆則氏
「感動体験の観光事業化」

井出翔太氏
「広域観光の可能性」

原清美氏・小林藤雄氏
「東信州中山道」

長谷川達也氏
「佐久広域の観光情報を集約し
一元化を図るローカルズ」

松村和順氏
「移住促進を目的にした移住観光」

本物の価値を伝える

地域の素材を磨く

　
（
株
）KURABITO STAY

　
　

   

田
澤
麻
里
香 

氏

　
自
分
が
大
好
き
な
故
郷
を
100

年
先
も
持
続
可
能
で
残
し
た
い

想
い
か
ら
、観
光
業
に
関
わ
っ
て
い
る
。私
が

観
光
を
考
え
る
と
き
、そ
こ
で
の
魅
力
や
価

値
を
ど
う
伝
え
る
か
、例
え
ば
、地
域
食
材

を
使
用
し
た
食
の
豊
か
さ
や
、地
元
農
家
が

ど
ん
な「
こ
だ
わ
り
」で
栽
培
し
て
い
る
か
を

ど
う
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。そ
う
し
た

価
値
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
案
内

人
と
な
っ
て
い
れ
ば
、来
訪
者
が
そ
の
価
値

を
知
り
、共
感
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
、観
光

と
し
て
も
地
域
の
可
能
性
は
拡
が
る
の
で
は

な
い
か
。私
が
今
取
り
組
む
の
も
日
本
伝
統

の
酒
造
り
の
本
物
の
体
験
が
で
き
る
と
い
う
高
付
加
価

値
な
も
の
で
あ
り
、高
価
格
帯
で
あ
っ
て
も
、こ
こ
臼
田

に
も
多
く
の
外
国
人
旅
行
者
が
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、そ
う
し
た
受
入
れ
づ
く
り
を
地
域
の
飲
食
店
の
方
々

と
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
って
い
る
。

ありのままの
　　暮らしに魅力

卓越した気候と
　　　医療体制が強みに

こ
の
地
域
の
暮
ら
し
に

誇
り
を
持
ち
、
そ
の
可

能
性
を
伺
い
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
佐
久
地
域

の
卓
越
性
と
は
、
冷
涼

な
気
候
に
よ
る
過
ご
し

や
す
さ
と
そ
の
暮
ら
し

を
支
え
る
医
療
体
制
に

あ
る
。
ま
た
、
東
京
か

ら
も
69
分
で
ア
ク
セ
ス

で
き
る
こ
と
も
強
み
で

あ
る
。
受
け
皿
と
な
る

宿
泊
に
関
し
て
も
、

デ
ー
タ
を
分
析
し
な
が

ら
広
域
的
に
考
え
る
こ

と
も
必
要
で
な
い
か
。観光を再定義してみては

　
令
和
８
年
１
月
20
日
、
佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー
で
令
和
７
年
度
に
実
施
し
た
本
事
業
の
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
ア
プ
リ
（
ス
ラ
イ
ド
）
を
活
用
し
て
会
場
参
加
型
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
会
場
と
出
演
者
と
活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
登
壇
者
の
発
言
要
旨
と
本
事

業
に
参
加
し
た
受
講
者
の
中
か
ら
、
当
日
、
発
表
し
た
５
組
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

   『
マ
イ
ニン
グ
・
ザ
・
マ
イ
ナ
ー
ズ
』
と
は

　
佐
久
広
域
連
合
が 

①
G
P
S
を
用
い

た
軽
井
沢
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
動
態
調

査
、 ②
来
訪
者
の
観
光
意
向
調
査
、 ③
軽

井
沢
別
荘
所
有
者
の
意
向
調
査
を
基
に

ま
と
め
た
交
流
人
口
創
出
指
南
書

※1

【
長
野
県
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業
】

詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
８
年
１
月
　
日
開
催

20

地域の強み×連携＝新しい価値創造へ

地域の暮らし・ありのままの素材に価値がある

※1
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●「
困
り
事
を
通
じ
て
地
域
の
フ
ァン
作
り
を
行
う　
お
て
つ
た
び　
」

　
　
　
　
　
　
　

    （
株
）
お
て
つ
た
び
を
導
入
し
た
観
光
関
係
事
業
者

　
普
段
の
暮
ら
し
体
験
。
お
手
伝
い
（
仕
事
）
×
旅
（
旅
行
）
を
掛
け
合

わ
せ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
た
地
元
事
業
者
を
視
察
。
事

業
者
は
人
手
不
足
解
消
と
す
る
目
的
で
お
手

伝
い
（
短
期
従
業
員
）
と
し
て
受
け
入
れ
、

旅
行
者
は
こ
の
地
域
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
地

元
の
方
と
の
交
流
を
深
め
て
地
域
に
愛
着
を

持
って
も
ら
い
、地
域
の
フ
ァン（
リ
ピ
ー
タ
ー
）

に
な
っ
て
も
ら
う
。
こ
の
こ
と
が
、
事
業
者
の

人
手
不
足
の
解
消
と
佐
久
地
域
の
関
係
人
口

の
拡
大
に
資
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

●「
湖
畔
の
ス
ロ
ー
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
（
株
）M

IYAM
O
TO

　
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　
篠
原
潤
氏

　

小
海
町
松
原
湖
畔
の
神
秘
的
イ
メ
ー
ジ
を
宿
泊
者
が
体
感
し
、
落
ち

着
い
て
快
適
に
過
ご
し
て
も
ら
う
工
夫
、

提
供
す
る
料
理
・
サ
ー
ビ
ス
は
高
価
格

帯
で
対
象
者
を
絞
り
込
む
こ
と
を
実

践
。

　

憩
う
ま
ち
こ
う
み
の
取
組
は
、
旅
行

者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
の
で
は
な
く
、

上
場
企
業
な
ど
企
業
研
修
に
合
わ
せ
て
、

小
海
町
内
の
資
源
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
た
新
た
な
発
想
に
よ
る
展
開
。

●「
中
込
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
」

　
（
株
）M

oSAKU 

　
　
　

     

代
表
取
締
役　
栁
澤
拓
道
氏

　
中
込
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
哲
学
的
感

性
か
ら
実
践
に
結
び
つ
け
て
い
る
様
々
な
取

組
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
は「
分
散
自
律
型
プロジェ

ク
ト
に
よ
る
超
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
」
で
あ

る
。
こ
の
実
践
に
よ
る
「
浅
間
コ
ー
ラ
」・「
浅

間
哲
学
珈
琲
」
の
商
品
開
発
秘
話
を
学
ぶ
。

●「
小
諸
の
ま
ち
な
か
で
活
動
す
る

　
　
　
　
　
『
お
し
ゃ
れ
田
舎
プ
ロ
ジ
ェク
ト
』
に
つ
い
て
」

　
お
し
ゃ
れ
田
舎
プ
ロ
ジ
ェク
ト
発
起
人

　
　
　
　

 （
株
）
髙
野
不
動
産　
代
表
取
締
役　
髙
野
慎
吾
氏

　

髙
野
不
動
産
で
は
小
諸
駅
前
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
取
り
扱

い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
街
へ
の
生
ま

れ
変
わ
り
に
携
わ
っ
た
。
地
元
の

方
と
協
力
し
て
「
小
諸
人
な
か
ら

マ
ッ
プ
」
を
制
作
し
て
商
店
街
の

更
な
る
活
性
化
に
取
り
組
む
。

●「
観
光
客
が
自
由
に
地
域
を
巡
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
（
一
社
）
こ
も
ろ
観
光
局　
事
務
局
長　
森
田
亨
氏

　
駅
前
周
辺
を
土
日
・
祝
日
の
み
運
行
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る

周
遊
バ
ス
や
北
国
街
道
ら
く
ら
く
カ
ー
ト
運
行
の
ほ
か
、Ｅ
ー
バ
イ

ク
導
入
に
よ
る
周
遊
促
進
を
図
る
。

11

第１回●「
イ
ン
バウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
旅
行
）の
現
状
」

　
（
株
）KURABITO

 STAY

　
　
　
　
　
　

 

代
表
取
締
役 

田
澤
麻
里
香
氏

　

旅
行
代
理
店
で
働
い
た
知
識
、
お
客
様
へ
の

向
き
合
い
方
な
ど
を
活
か
し
、
こ
こ
で
し
か
味

わ
え
な
い
体
験
を
臼
田
の
地
元
の
方
々
と
協
働

し
て
「
お
も
て
な
し
」
を
実
践
。

　

本
物
の
体
験
に
こ
だ
わ
り
、
劇
場
で
オ
ペ
ラ

を
聴
く
よ
う
な
緻
密
な
お
も
て
な
し
に
よ
る
高

付
加
価
値
で
満
足
度
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

●「
地
元
食
材
を
活
用
し
た
広
域
観
光
の
推
進
」

　
　
　
　

 　
軽
井
沢
ト
ラ
ベル
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィン
グ　
代
表　
河
野
岳
氏

　
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
都
市
に
１
年
間
留
学
し
た
経
験
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

地
方
都
市
の
豊
か
さ
（
地
方
ご
と
の
食
文

化
、
暮
ら
し
）、
普
段
の
生
活
を
大
切
に
し

て
、
そ
れ
を
体
験
す
る
た
め
に
旅
行
者
が

訪
れ
て
い
た
。
近
年
、
日
本
の
ト
レ
ン
ド
は

　
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
そ
の
地

域
の
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら
し
体
験
に
移
り
つ

つ
あ
る
。
私
自
身
、
こ
の
地
域
に
は
そ
の
可

能
性
が
あ
り
、
軽
井
沢
を
起
点
に
周
辺
地

域
と
も
連
携
し
な
が
ら
様
々
な
催
し
を
展

開
し
て
い
る
。「
信
州
美
食
ツ
ア
ー
」
と
し

て
佐
久
市
の
農
園
や
東
御
市
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

を
訪
れ
る
催
し
を
企
画
。

　
そ
の
土
地
の
気
候
風
土
が
生
ん
だ
食
材
・
習
慣
・

伝
統
・
歴
史
な
ど
に
よ
って
育
ま
れ
た
食
を
楽
し
み
、

食
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
旅
行

令
和
７
年
８
月
７
日

　  

地
域
の
素
材
に
高
い
価
値
が
あ
り

第２回

令
和
７
年
９
月　
日
　

　
人
手
不
足
の
解
消
と

　
　
関
係
人
口
拡
大
×
タ
ー
ゲ
ッ
ト
戦
略

12

第３回

令
和
７
年　
月
６
日
　

　
ま
ち
づ
く
り
と

　
　
　
　
　
小
海
線
利
用
促
進
に
つ
い
て

11

”

“

KURABITO STAYでの視察

河野氏が企画する「信州美食ツアー」

MIYAMのパンフレット

県外から訪れたおてつたび利用者

周遊性を図るために
作成されたマップ

浅間コーラの開発

〜
地
域
の
魅
力
や
可
能
性
を
拡
げ
る
「
広
域
観
光
の
担
い
手
」
を
目
指
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
強
み
や
資
源
を
活
か
し
た
高
付
加
価
値
の
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
を
学
ぶ
〜

　
３
回
の
連
続
講
座
は
、
観
光
事
業
に
関
心
が
あ
る
事
業
者
や
行
政
関
係
者
ら
20
人
余
が
参
加
し
ま
し
た
。

佐
久
市
臼
田
で
の
地
域
の
伝
統
風
土
に
高
付
加
価
値
を
加
え
た
取
組
や
中
込
駅
、
小
諸
駅
周
辺
に
あ
る
資
源
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
先
進
的
な
事
例
を
学
び
ま
し
た
。

地域の暮らしこそに可能性が秘めている

※2※2



　令和7年中の火災発生件数は「137件」で、前年に比べ「37件」増加しました。
火災による死者は「5人」で前年に比べ2人減少し、負傷者は「16人」で、前年に比べ「4人」増加しました。

■救急事故種別内訳

※１…長野県統計情報 令和 7 年 4 月 1 日
　　　現在の人口を基に算出したもの
※２…火災、労働災害等を含む

合計
13,209件
12,414人

区分
救急出動件数
搬送人員数

急　病
8,372件
7,817人

一般負傷
2,310件
2,176人

転院搬送
1,530件
1,527人

交通事故
602件
607人

その他※２

395件
287人

救急件数（佐久広域管内）

■火災内訳 … 火災発生件数：137件（前年比+37件）

火災件数（佐久広域管内）

建物火災
54件（+6）

林野火災
7件（+6）

車両火災
13件（+4）

その他火災
  63件（＋21）

たき火※

33件
火入れ
19件

取灰
５件

焼却炉
４件

※ごみなどの焼却を含む　

■主な出火原因

　消防署に宿泊して消防の仕事を体験してみませんか。
　　火災、救急等の災害に対する予防・応急手当を通じて『命の大切さ』を学び、
　『助け合い』の心を育みましょう。
　　１　開催日時　　　　　令和８年８月８日（土） 午後　１時30分から
　　　　　　　　　　　　　令和８年８月９日（日） 午前  11時00分まで
　　２　場　　所　　　　　佐久広域連合消防本部　北部消防署
　　３　参加対象者・定員　佐久広域管内在住の小学校５年生、６年生　計20名
　　４　申込方法　　　　　北部消防署の窓口において保護者による申込
　　５　募集期間　　　　　令和８年６月28日（日）～７月12日（日）まで
　　　　　　　　　　　　　※定員に達し次第、締め切らせていただきます
　　６　参 加 費　　　　　1,000円（保険料、食事代等）
　　７　参加条件　　　　　北部消防署まで保護者による送迎が可能であること
　　◎　そ の 他　　　　　□参加者の性別は問いません。
　　　　　　　　　　　　　□保険料支払い後のキャンセル及び中止の場合も参加費の払戻しはできません。
　　　　　　　　　　　　　□大規模災害や台風等による荒天時及び感染症拡大時などの場合、中止することがあります。

集まれ！
消防キッズ

　令和7年中の救急出動件数は、「13,209件」で、前年より「63件」減少し、また搬送人員数も前年より「64人」減少しま
した。過去最多を更新した令和6年に次いで、歴代2番目の高水準となり、依然として極めて高い出動状況が続いております。
救急出動は1日平均36件、約40分に1件出動しており、住民の16人に1人　が救急搬送されていることになります。
　救急の事故種別では、「急病」が全体の63％を占め、次いで「一般負傷」が17％、「転院搬送」が12％、「交通事故」が
5％です。これ以外の「その他」は3％となっています。
　救急車や救急医療は限りある資源です。救急車の適正利用にご協力をお願いします。

※１

「その他火災」の主な原因は、「たき火」や「火入れ」が周囲の枯草
などに燃え移ったものです。

　降水量が少なく空気が乾燥しているなど火災の発生しやすい気象状況のとき「林野火災注意報」や「火災警報」を発令し
ます。発令中は、屋外での火の使用（たき火や火入れ等）制限を守ってください。

■発令
注意報・警報

林野火災注意報
火災警報

対象区域
森林及び森林へ延焼のおそれがある場所

佐久地域全域

火の使用制限
努力義務（火の使用を控える）

義務（火の使用を禁止、罰則あり）
※詳しくは、消防本部ホームページをご覧ください。

お問合せ先　佐久広域連合消防本部　北部消防署　庶務係
　　　　　　佐久市下小田切544番地1　   　0267－82－0119☎

119119番 消防本部です！
こちら

令和８年（2026）6月　4



～救命講習を受講しましょう！～
　消防署では、心肺蘇生法やAEDの使い方、応急手当の方法などを習得していただ
けるよう、住民の皆様や事業所等を対象に救命講習会を開催しております。
　是非、この機会に受講してはいかがでしょうか？（受講料は無料です）

○普通救命講習Ⅰ（修了証の交付あり）
　成人に対する心肺蘇生法やAEDの使用方法、応急手当を中心とした３時間のコースです。

○応急手当普及員再講習（年１回）
　前回の応急手当普及員講習受講日から３年以内に再度受講するためのコースです。

●申  込  方  法：開催場所へ電話等により直接連絡していただき、申込用紙に必要事項をご記入の上、  
　　　　　　　　消防本部救急課または最寄りの消防署へご提出ください。
　※申込用紙は佐久広域連合消防本部ホームページ又は各消防署にございます。
　※定員に達した時点で締め切りとします。
　※救命講習会定期開催の年間予定につきましては、佐久広域連合消防本部の
　　ホームページをご覧ください。

開催月日
  

8月22日

  9月  6日

10月  7日

曜日

土

日

水

開催場所

北部消防署
（0267−82−0119）

軽井沢消防署
（0267−45−0119）

南部消防署
（0267−92−0119）

開催時間

9：00〜12：00

9：00〜12：00

9：00〜12：00

定員

15名

20名

20名

申込期間

令和８年７月27日〜令和８年８月16日

令和８年８月10日〜令和８年８月30日

令和８年９月11日〜令和８年10月１日

開催月日

10月18日

曜日

日

開催場所

消防本部
（0267−64−0119）

開催時間

9：00〜12：00

定員

20名

申込期間

令和８年９月19日〜令和８年10月11日

佐久視聴覚ライブラリー 新規購入DVD教材の紹介
　佐久視聴覚ライブラリーでは20本のＤＶＤ教材を新規に購入しました。一部を紹介しますので、
是非ご利用ください。詳細は佐久広域連合ホームページをご覧ください。
　なお、教材・機材等の貸出しについては学校教育、社会教育等の機関、団体へ行うことから
個人への貸出しは行えませんので、あらかじめご了承ください。

【お申込み・お問合せ先】佐久視聴覚ライブラリー（佐久広域連合事務局内）
　　　　　　　　　　　　TEL・FAX：0267-62-7179　e-mail：library@areasaku.or.jp　

教科
人権教育
人権教育
人権教育
社会教育

健　　康

作　品　名
あなたの笑顔がくれたもの～周りから見えにくい障害・生きづらさ～
母のさがしもの　～認知症とともに生きる～
友だちと同じでなくてもいい 発達障害を乗り越えた西川さんの場合
身近な特殊詐欺の手口と対策
繊細すぎる人のために。HSP対策　
　vol.1：あなたも当てはまるかも…繊細過ぎる”HSP”とは？
　vol.2：繊細な人も幸せに！HSP対策テクニック

★令和８年度　救命講習定期開催のお知らせ★

５　佐久広域　VOL.102



〈
専
決
処
分
の
報
告
〉

●
令
和
７
年
度
佐
久
広
域
連
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

●
令
和
７
年
度
佐
久
広
域
消
防
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

●
令
和
７
年
度
佐
久
広
域
救
護
施
設
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
令
和
７
年
度
佐
久
広
域
消
防
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

〈
条
　
例
〉

●
佐
久
広
域
連
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、構
造
及
び
管
理

並
び
に
対
象
火
気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
及

び
対
象
火
気
設
備
等
及
び
対
象
火
気
器
具
等
の

離
隔
距
離
に
関
す
る
基
準
が
令
和
７
年　　
月

　　
日
付
け
で
改
正
公
布
さ
れ
、こ
れ
に
伴
い
火

災
予
防
条
例（
例
）が
同
日
付
け
で
改
正
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、サ
ウ
ナ
設
備
に
関
す
る
基
準
及
び

住
宅
に
お
け
る
火
災
の
予
防
推
進
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
、所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。　　

〈
事　
件
〉

●
佐
久
広
域
連
合
広
域
計
画
に
つ
い
て

　　
将
来
の
地
域
づ
く
り
を
計
画
的
、総
合
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、
計
画
期
間
を
令
和
８
年

度
か
ら
令
和　
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
、

広
域
連
合
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

  〈
予　
算
〉

●
令
和
７
年
度
佐
久
広
域
連
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　
補
正
の
主
な
内
容
は
事
業
費
確
定
に
伴
う

精
算
で
、
２
、
９
９
７
万
６
千
円
の
減
額
補

正
を
行
い
ま
し
た
。

●
令
和
７
年
度
佐
久
広
域
消
防
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

　
補
正
の
主
な
内
容
は
事
業
費
確
定
に
伴
う

精
算
で
、
４
、
３
３
８
万
円
の
減
額
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

●
令
和
７
年
度
佐
久
広
域
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
補
正
の
主
な
内
容
は
事
業
費
確
定
に
伴
う

精
算
で
、
４
、
２
２
８
万
円
の
減
額
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

●
令
和
７
年
度
佐
久
広
域
救
護
施
設
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
補
正
の
主
な
内
容
は
事
業
費
確
定
に
伴
う

精
算
で
、
１
７
８
万
８
千
円
の
追
加
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

●
令
和
８
年
度
佐
久
広
域
連
合
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

●
令
和
８
年
度
佐
久
広
域
消
防
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

●
令
和
８
年
度
佐
久
広
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

佐
久
広
域
連
合
議
会
定
例
会
　

議
会
報
告
　

第１回

３月

　 

議
会
視
察
研
修
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
１
月　
日
〜　
日
の
３
日
間
に
わ

た
り
佐
久
広
域
連
合
議
会
議
員
に
よ
る
地
域
活

性
化
へ
の
取
組
調
査
や
研
究
等
を
目
的
と
し
た

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
視
察
研
修
で
得
た

知
見
を
今
後
の
提
言
に
反
映
さ
せ
、
よ
り
良
い

広
域
行
政
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
地
で
の
調
査
・
検
討
内
容
を
詳
し
く
ま
と
め

た
報
告
書
を
佐
久
広
域
連
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

開
示
状
況
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
中
の
開
示
請
求
の
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

　
開
示
請
求
件
数 

５
件
╱
開
示
件
数 

５
件

(

全
部
開
示 

１
件
、
部
分
開
示 

４
件
、
不
開
示 

０
件)

　
参
考
（
事
務
局
０
、
消
防
本
部
５
）

個
人
情
報
保
護
制
度

　
開
示
請
求
件
数 

１
件
╱
開
示
件
数 

１
件

（
全
部
開
示 

１
件
、
部
分
開
示 

０
件
）

　
参
考
（
事
務
局
０
、
消
防
本
部
１)

 
心
温
ま
る
ご
寄
付

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
令
和
７
年
度
下
半
期
）

老
人
ホ
ー
ム
塩
名
田
苑
・
救
護
施
設
清
和
寮
へ

　
佐
久
地
区
更
生
保
護
女
性
会
様
（
生
活
用
品
）

老
人
ホ
ー
ム
塩
名
田
苑
・

老
人
ホ
ー
ム
豊
昇
園
・
救
護
施
設
清
和
寮
へ

　
株
式
会
社
上
田
技
研 

ア
グ
リ
事
業
部
様
（
食
品
）

　
令
和
８
年
第
１
回
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
、
３
月　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
報
告
１
件
、
条
例
案
１
件
、
事
件
案
１
件
、
予
算
案
８
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
久
広
域
消
防
救

急
対
応
、
社
会
福
祉
施
設
の
法
人
移
行
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

佐
久
広
域
連
合
職
員
人
事
異
動

　
　
　
令
和
８
年
４
月
１
日
︵
課
長
級
以
上
︶

︻
部
長
級
︼

○
事
務
局
長
　
　
　
　
　
　
　
木
次 

洋
史

○
消
防
本
部
消
防
長 

　
　
　  

山
本 

博
樹

︻
次
長
級
︼

○
事
務
局
次
長(

兼)

庶
務
課
長(

兼)

出
納
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
﨑 

浩

○
消
防
本
部
消
防
次
長(

兼)

通
信
指
令
課
長   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
田 

正
志

○
消
防
本
部
消
防
次
長(

兼)

予
防
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤 

光
雄

︻
課
長
級
︼

○
事
務
局
次
長(

兼)

福
祉
課
長(

兼)

成
年
後
見

　
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長(

兼)

障
害
者
相
談
支
援

　
セ
ン
タ
ー
所
長
　
　
　
　
　
髙
橋 

修
一

○
老
人
ホ
ー
ム
豊
昇
園(

兼)

老
人
ホ
ー
ム
塩
名

　
田
苑
所
長
　
　
　
　
　
　
　
加
藤 

晃
順

○
救
護
施
設
清
和
寮
長
　
　
　
井
出 

泰
章

○
消
防
本
部
総
務
課
長
　
　
　
湯
田 

利
隆

○
消
防
本
部
警
防
課
長
　
　
　
髙
瀬 

和
広

○
消
防
本
部
救
急
課
長
　
　
　
井
出 

孝

○
川
西
消
防
署
長
　
　
　
　
　
大
島 

稔

○
北
部
消
防
署
長
　
　
　
　
　
篠
原 

清
武

○
南
部
消
防
署
長
　
　
　
　
　
清
水 

誠

◆
退
職
者 

　
　
　
令
和
８
年
３
月
　
日
付

︻
課
長
級
︼

○
救
護
施
設
清
和
寮
長
　
　
　
飯
島 

秀
人

◆
派
遣
解
除
職
員 

令
和
８
年
３
月
　
日
付

︻
部
長
級
︼

○
事
務
局
長
　
　
　
　
　
　
　
武
者 

泰
雄

︻
課
長
級
︼

○
事
務
局
次
長(

兼)

福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
岩 

孝
幸

○
消
防
本
部
総
務
課
長
　
　
　
高
野 

晃
仁

24
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特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

●
令
和
８
年
度
佐
久
広
域
救
護
施
設
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

詳
細
に
つ
い
て
は
、次
ペ
ー
ジ
の「
令
和
８
年
度
佐

久
広
域
連
合
予
算
の
概
要
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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当初予算
一覧表

主 

な 

事 

業

　佐久広域連合では関係市町村の事務事業の共同処理を行うことで行財政運営の効率化に努めています。
また予算編成にあたっては、関係市町村の財政状況を念頭におき、可能な限り歳出の抑制を図りました。
　令和8年度佐久広域連合予算の一般会計と3つの特別会計を合わせた予算総額は、46億4,850万円で前年度
と比較して、2億5,250万円（5.7％）の増となりました。
　増減の主な要因は、一般会計予算で、主に社会福祉施設の法人移行に伴う総務費、民生費等の増額となり
ました。また、救護施設特別会計予算で、主に職員給与費等の増額となりました。消防特別会計予算は、主に消
防指令センター更新業務委託料等の減額となりました。

区分
会計名
一般会計
消防特別会計
特別養護老人ホーム特別会計
救護施設特別会計

合　　　計

令和７年度

758,500 
2,836,000 
554,000 
247,500 
4,396,000

令和8年度

1,043,500 
2,809,000 
546,000 
250,000 
4,648,500 

比 較

285,000
△ 27,000
△ 8,000
2,500

252,500

対前年度比

37.6
△ 1.0
△ 1.4
1.0
5.7 （単位：千円・％）

・無料法律相談事業　　　　　　・広域観光事業　　　　　　　　・介護認定審査会運営 
・障害支援区分認定審査会運営　・成年後見支援センター運営　　・障害者相談支援センター運営
・社会福祉施設の法人移行経費　・火葬場運営　　　　　　　　　・病院群輪番制補助事業 
・佐久医療センター補助事業　　・視聴覚ライブラリー運営  

一般会計

・消防指令センター運用
・各種消防用備品更新

消防特別会計 
・豊昇園運営
・塩名田苑運営

特別養護老人ホーム特別会計 
・清和寮運営
救護施設特別会計

令和８年度 佐久広域連合予算の概要

　要約筆記をご存じですか？要約筆記はその場の話の内容を文字で表して、
耳の聞こえにくい方々に伝える通訳の方法です。障害者相談支援センター
では入門講座を開催します。この機会に要約筆記を始めてみませんか。
　耳の聞こえにくい方も是非ご参加ください。
　同じ内容の講座(全３回)を 夜コースと昼コース ２回開催します。

会　　場　佐久市生涯学習センター(野沢会館)
対 象 者　佐久地域に居住又は勤務されている方
定　　員　各コース15名
申込締切　夜コース：令和8年 7月 7日(火)
　　　　　昼コース：令和8年11月4日(水)
費　　用　無　料

●お申込み・お問合せ先　
　佐久広域連合 障害者相談支援センター　TEL 0267-63-5177（土日、祝日を除く）

第１回
第２回
第３回

令和8年7月14日（火）

令和8年7月21日（火）

令和8年7月28日（火）

【昼コース】午後１時30分から
　　　　　  午後３時30分
第１回
第２回
第３回

令和8年11月11日（水）

令和8年11月18日（水）

令和8年11月25日（水）

【夜コース】午後７時から午後９時

第１回
第２回
第３回

聞こえにくいとは
要約筆記ってなに
要約筆記体験

【内　容】

令和８年度「要約筆記入門講座」 受講者募集のお知らせ！

佐久広域連合社会福祉施設 会計年度任用職員の募集について
　フルタイム会計年度任用職員、パートタイム会計年度任用職員を募集します。お気軽にお問合せください。

①介護職員　②看護職員　③精神保健福祉士　④福祉施設相談員　⑤施設事務
　※②③④は資格、免許必須。全職種未経験でも可。
フルタイムまたはパートタイム（４時間以上）。勤務時間については相談可能です。
次の３か所のいずれか
・特別養護老人ホーム　豊昇園（御代田町大字豊昇1800番地8） TEL：0267-32-6367
・特別養護老人ホーム　塩名田苑（佐久市塩名田542番地1）　　TEL：0267-58-0223
・救護施設　清和寮（佐久市北川557番地） 　　　　　　TEL：0267-82-2441
①②を希望される方は上記【勤務場所】のうち、勤務を希望される施設へお問合わせください。
③④⑤を希望される方は佐久広域連合庶務課（TEL：0267-62-7721）へお問合せください。
※平日の午前８時30分から午後５時15分まで

【募集職種】

【勤務形態・勤務時間】

【勤務場所】

【お問合せ先】



海

　
今
回
表
紙
の
「
お
て
つ
た
び
」
と
の
協
定
は
、
本
号
3
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
ま
し
た
「
広
域
観
光
の
可
能
性
を
探
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
中
で
、「
お
て
つ
た
び
」
を
取
り
入
れ
た
地
元
事
業
者

へ
の
視
察
と
11
月
に
行
っ
た
佐
久
地
域
市
町
村
長
東
京
セ
ミ
ナ
ー
で
「
お

て
つ
た
び
」
と
の
情
報
交
換
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
「
お
て
つ
た
び
」
と
い
う
造
語
は
、
昨
年
の
新
語
・
流
行
語
大

賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
人
手
不
足

が
課
題
と
な
る
昨
今
、
県
外
か
ら
働
き
に
来
て
、
佐
久
地
域
の
魅
力
に

ふ
れ
る
こ
と
で
フ
ァ
ン
と
な
り
、
関
係
人
口
の
創
出
、
更
に
は
移
住
・

定
住
に
繋
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
複
数
自
治
体
が
連
携
し
て
の
協
定
締
結
は
全
国
初
の
取
組
と
な
り
ま

す
が
、
地
域
内
融
和
の
も
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
互
い
に

連
携
す
る
こ
と
で
人
手
不
足
に
悩
む
事
業
者
を
含
め
た
地
域
全
体
の
実

利
に
結
び
つ
け
る
も
の
と
な
り
ま
す
。


